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令和２年度 事業報告書 
 

自  令和 2年 4月 01 日 

至  令和 3年 3月 31 日 

 

本年度の令和 3 年 3月 31 日現在における事業実施状況は、次のとおりである。 

 

11.. 会会員員  

令和 3年 3月 31 日現在の会員数は次のとおりである。 

会員数 23 会員 

・地区乗馬倶楽部振興会 20 会員 

・目的賛同団体  3 団体 

 

22.. 乗乗馬馬施施設設・・乗乗用用馬馬・・乗乗馬馬指指導導者者等等登登録録事事業業  

乗馬施設等登録規定に基づく登録は次のとおりであり、乗馬施設の登録は前年との差異が 7 乗馬施設

の増加(15 乗馬施設増、8 乗馬施設減)、乗用馬登録は前年との差異が 105 頭の増加、乗馬指導者は前年

との差異が 4名の増加であった。 

乗馬施設 283 施設 【別表 1】 

乗用馬 5,203 頭（令和 2 年 4月末時点の登録数） 

乗馬指導者 1902 名（上級 B 137・W 12 名、中級 B 237・W 24 名、初級 B 1,417・W 75 名） 

 

【別表 1】令和 2 年度 登録乗馬施設数の推移 

乗馬
施設数

入会 退会
（うち
休会）

1 北 海 道 北海道21 21 21

2 東 北 青森3(1)岩手2 山形2 宮城4 秋田1 福島1 13 2 1 (1) 12

3 北 関 東 栃木9 茨城16 群馬5 30 3 2 29

4 埼 玉 埼玉12 12 12

5 千 葉 千葉30 30 2 28

6 東 京 東京5 5 5

7 神 奈 川 神奈川20 20 20

8 北 陸 新潟2 富山0 石川2 福井2 6 1 7

9 長 野 長野9 9 1 10

10 山 梨 山梨9 9 9

11 静 岡 静岡18 18 1 17

12 東 海 愛知10 岐阜3 13 1 1 13

13 東 近 畿 三重7 奈良5 12 12

14 京 阪 滋賀5 京都6 大阪8 和歌山2 21 2 19

15 兵 庫 兵庫8 8 8

16 中 国 岡山5 広島9 鳥取1 島根1 山口4 20 20

17 四 国 香川2 愛媛2 高知1 徳島1 6 1 7

18 北部九州 福岡12 佐賀1 13 3 1 11

19 中 九 州 大分4 熊本5 長崎1 10 10

20 南 九 州 宮崎1 鹿児島4 沖縄2 7 1 6

合 計 283 15 8 (1) 276

各地区乗馬倶楽部振興会
都道府県別登録乗馬施設数

令和2年度

令和
元年度

地区
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【新規登録乗馬クラブ】15 件 

ZeN riding club （東北地区 ：山形県） 

前森高原フロンティアファーム （東北地区 ：山形県） 

STABLE AMIEST （北関東地区 ：茨城県） 

Effort Stable （北関東地区 ：茨城県） 

Stable Liebling （北関東地区 ：群馬県） 

乗馬クラブクレイン千葉富津 （千葉地区 ：千葉県） 

パラドールドレッサージュステーブル （千葉地区 ：千葉県） 

㈱TOMA 牧之原乗馬クラブ （静岡地区 ：静岡県） 

犬山乗馬クラブ （東海地区 ：愛知県） 

乗馬クラブグラシアス （京阪地区 ：大阪府） 

四季乗馬クラブ （京阪地区 ：和歌山県） 

IYOTA ホースクラブ （北部九州地区 ：福岡県） 

SR Showhorse Stable （北部九州地区 ：福岡県） 

Dressage プラスオール福岡 （北部九州地区 ：福岡県） 

かわなべ馬事公苑 （南九州地区 ：鹿児島県） 

【退会乗馬クラブ】8 件 

ルネサンス棚倉乗馬クラブ （東北地区 ：福島県） 

アドバンス・ホースパーティ （北関東地区 ：栃木県） 

水戸乗馬クラブ （北関東地区 ：茨城県） 

富山乗馬クラブ （北陸地区 ：富山県） 

谷乗馬クラブ （長野地区 ：長野県） 

アオイ乗馬クラブ （東海地区 ：愛知県） 

㈱ブリタニア乗馬倶楽部 （四国地区 ：高知県） 

むなかた乗馬クラブ （北部九州地区 ：福岡県） 

【休会乗馬クラブ】1 件 

乗馬クラブアクシス〔2年目〕 （東北地区 ：青森県） 

 

33.. 諸諸会会議議等等  

令和 2 年度に開催した主な会議等は、次のとおりである。 

《総会の開催》 

定時社員総会 6 月 30 日 

議題 

1.令和元年度事業報告 

2.令和元年度会計決算報告 

3.役員改選 

 

臨時社員総会 令和 3年 3月 23 日（WEB 会議） 

議題 

1.理事辞任に伴う後任理事の選任について 

《理事会の開催》 

第 1 回理事会 理事が提案した事項に理事会が同意したみなし理事会決議 

・理事会の決議があったものとみなされた日 

4 月 27 日 

・理事会の決議があったものとみなされた内容 

議題 

1.乗馬施設等登録規程に係る特例措置の実施について 

 

第 2 回理事会 理事が提案した事項に理事会が同意したみなし理事会決議 

・理事会の決議があったものとみなされた日 

5 月 26 日 

・理事会の決議があったものとみなされた内容 

議題 

1.令和 2年度定時社員総会に付議する議案について 

2.令和 2年度定時社員総会の開催について 

3.規程の改正について  
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第 3 回理事会 理事が提案した事項に理事会が同意したみなし理事会決議 

・理事会の決議があったものとみなされた日 

 6 月 9 日 

・理事会の決議があったものとみなされた内容 

 議題 

1.令和 2年度定時社員総会開催日の変更ついて 

 

第 4 回理事会 6 月 30 日 

議題 

1.代表理事及び業務執行理事の選定 

2.顧問の選出について 

3.職員給与規程改正について 

 

第 5 回理事会 理事が提案した事項に理事会が同意したみなし理事会決議 

・理事会の決議があったものとみなされた日 

 10 月 27 日 

・理事会の決議があったものとみなされた内容 

 議題 

1.乗馬施設再貸付事業の貸付について 

 

第 6 回理事会 理事が提案した事項に理事会が同意したみなし理事会決議 

・理事会の決議があったものとみなされた日 

 12 月 21 日 

・理事会の決議があったものとみなされた内容 

 議題 

1.令和 2年度事業計画の変更及び収支補正予算について 

2.公益目的事業の内容の変更について 

 

第 7 回理事会 令和 3年 2月 24 日（WEB 会議） 

議題 

1.令和 3年度事業計画・収支予算について 

2.理事辞任に伴う後任理事の選任について 

3.令和 2年度臨時社員総会の開催について 

4.参与の選出について 

 

第 8 回理事会 令和 3年 3月 23 日（WEB 会議） 

議題 

1.業務執行理事の選定について 

2.参与の選出について 

《その他の会議等の開催》 

常務理事会 6 月 30 日、令和 3年 2月 24 日（WEB 会議） 

地区会長会議 令和 3年 3月 23 日（WEB 会議） 

 

44.. 人人事事関関係係  

令和 2 年度における役員等の異動は、次のとおりであった。 

選 任 理事 (会長 ) 武宮 忠彦 （6月 30 日） 

 〃   理事(副会長) 衛藤 賢二 （6月 30 日） 

 〃   理事(副会長) 草野 信一 （6月 30 日） 

 〃   理 事 秋山 徹 （6月 30 日） 

 〃   理 事 細野 茂之 （6月 30 日） 

 〃   理 事 八木 由里 （6月 30 日） 

 〃   理事 (専務 ) 阿部 憲二 （令和 3年 3月 23 日） 

退 任 理事 (会長 ) 細野 利昭 （6月 30 日） 

 〃   理 事 佐野 佳久 （6月 30 日） 

 〃   理 事 丹澤 太良 （6月 30 日） 
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 〃   理 事 前田 昭 （6月 30 日） 

 〃   理事 (専務 ) 山口 洋史 （令和 3年 3月 23 日） 

 

※当協会の顧問として細野利昭氏を選任した。（6月 30 日） 

 

5. 乗馬普及事業 

広く一般市民に乗馬普及を図るため下記事業を行った。 

(1) 大衆と馬とのふれあいタイム推進事業 

日本中央競馬会（以下「JRA」という。）からの助成を受け、地域の児童から高齢者に至るまでを

対象に、行政機関や教育機関、地域社会等と連携し一般市民が馬とふれあう機会を増加させ、馬の

持つ魅力を広く伝えるとともに地域振興等に有意義であると認められる事業を主催もしくは協力

した乗馬施設に対して補助金を交付しており、事業の実施件数は 54 件であった。 

なお、事業推進委員会を 9月 23 日、令和 3 年 2月 19 日に開催した。 

 

(2) 被災地支援等のための馬とのふれあい活動事業 

JRA からの助成を受け、被災した地域の住民と馬とのふれあい活動を行うことにより、被災地の

子供及び家族に明るく元気になってもらい、心身の健全な発展に寄与する事業を実施した。実施件

数は現地訪問型 57 件、乗馬施設招致型 59 件であった。 

なお、被災地支援等のための馬とのふれあい活動事業推進委員会を 9 月 23 日、12 月 16 日に開催

した。 

 

(3) 乗馬技能認定事業 

① 乗馬技能認定 

乗馬愛好者の乗馬技術の向上意欲を図り、また効率的で安全な指導を行うため乗馬技能認定を行

い、合格者に認定証を交付した。 

なお、申請者数は 8,634 名、合格者 8,413 名であり、審査回数は 3,168 回、技能認定審査実施乗

 】2表別【 。たっあで設施751は数設施馬

 

 )名：位単( 果結定認能技馬乗 度年2和令】2表別【

比度年前度年元和令度年2和令度年　／　級

%1.681207,1861,3数回査審

%0.001751751数ブラク馬乗

申請者数 4,653 5,755 80.9%

合格者数・率 4,649 99.9% 5,753 100.0% 80.8%

%5.782382数者請申

合格者数・率 27 96.4% 31 96.9% 87.1%

申請者数 1,931 2,352 82.1%

合格者数・率 1,921 99.5% 2,347 99.8% 81.8%

%2.6413191数者請申

合格者数・率 17 89.5% 13 100.0% 130.8%

申請者数 1098 1,439 76.3%

合格者数・率 997 90.8% 1,254 87.1% 79.5%

%0.0710171数者請申

合格者数・率 16 94.1% 8 80.0% 200.0%

%0.367271数者請申

合格者数・率 17 100.0% 27 100.0% 63.0%

申請者数 188 223 84.3%

合格者数・率 178 94.7% 213 95.5% 83.6%

申請者数 127 151 84.1%

合格者数・率 126 99.2% 144 95.4% 87.5%

エンデュランス3級

3級障害

2級障害

ウエスタン3級

5級

ウエスタン5級

4級

ウエスタン4級

3級
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比度年前度年元和令度年2和令度年　／　級

申請者数 434 545 79.6%

合格者数・率 363 83.6% 448 82.2% 81.0%

14数者請申 400.0%

合格者数・率 4 100.0% 1 100.0% 400.0%

%5.2685数者請申

合格者数・率 4 80.0% 5 62.5% 80.0%

201数者請申 500.0%

合格者数・率 7 70.0% 0 0.0% ―

申請者数 103 125 82.4%

合格者数・率 87 84.5% 96 76.8% 90.6%

―00数者請申

合格者数・率 0 ― 0 ― ―

―00数者請申

合格者数・率 0 ― 0 ― ―

申請者数 8,634 10,683 80.8%

合格者数・率 8,413 97.4% 10,340 96.8% 81.4%

1級障害

1級馬場

ウエスタン1級

エンデュランス1級

合計

エンデュランス2級

ウエスタン2級

2級馬場

 
 

なお、技能認定 1・2級合格者のうち、（公社）日本馬術連盟の定める騎乗者資格 B 級への移行措

 】3表別【 。たっあで名831は者置

 

【別表 3】令和 2 年度 日本馬術連盟騎乗者資格 B 級移行者数 （単位：名） 

障害 馬場 エンデュランス

1級 2級 1級 2級 1級 2級

0 79 6 51 0 2

27597

移行先 B級 B級馬場馬術限定 B級エンデュランス限定

技能認定

人数

合計

138

 
 

② ポニーライダー技能認定 

中学生以下を対象として馬との親和性を図るため、また、乗馬技術の向上とポニーを使った技能

認定を行い、合格者に認定バッジを交付した。認定登録者数は 234 名であった。【別表 4】 

 

 ）名：位単（ 数者録登ーダイラーニポ 度年2和令 】4表別【

級　／　年度 令和2年度 令和元年度 前年度比

%5.86561311級5

%2.487584級4

%8.746422級3

%3.370322級2

%6.3621192級1

%7.57903432計合  
 

(4) 普及乗馬大会 

① 全国普及乗馬大会 

一般市民を対象として、乗馬技術の向上と相互交流を図るため、6 月に御殿場市馬術・スポーツ

センターで開催を予定したが、新型コロナウイルス感染症のため中止とした。 

 

② 地区普及乗馬大会 

一般市民を対象にした各地区の乗馬大会を共催し、15 地区振興会、1 団体会員で開催した。なお、

5 地区（北関東地区、神奈川地区、山梨地区、長野地区、四国地区）は、開催を予定したが、新型コ

  。たしと止中めたの症染感スルイウナロ
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(5) 乗用馬取扱講習会事業 

一般市民を対象とした講習会の開催を検討していたが、コロナウイルス感染症予防のため、中止

とした。 

 

(6) 乗馬普及広報事業 

乗馬の健全な普及を図るため、乗馬に関する情報等をホームページに掲載し、広く乗馬の魅力を

発信する他、様々なイベントを利用して広報に努め、地区乗馬倶楽部振興会等で実施する試乗会や

普及乗馬大会等を地区乗馬倶楽部振興会のホームページやマスコミにも積極的に広報するよう依

頼した。 

また、本協会の活動内容を広く周知する為、本協会のロゴ・名前等を記入したノベルティや小冊

子の配布を行った。 

 

6. 乗馬施設関係事業 

(1) 乗馬施設再貸付事業 

乗馬施設等が乗馬普及に必要な動産の整備を行うにあたり、申請書に基づき審査の上、（公財）畜

産近代化リース協会から本協会がこれらを借り受け、乗馬施設等に再貸付を行った。 

16 乗馬施設へ 33 件、取得価格総額 94,563,700 円の乗馬施設再貸付を実施した。 【別表 5】 

 

【別表 5】令和 2 年度 （公財）畜産近代化リース協会関係 事業実施状況（新規） 

乗馬クラブ名 機械施設名 数量
取得価格

(円)
契　約　日(上段)
貸付開始日(下段)

2月6日

5月1日

5月14日

5月1日

5月14日

6月1日

6月10日

6月1日

7月9日

7月1日

4月10日

8月1日

5月27日

8月1日

7月15日

8月1日

7月17日

9月1日

9月11日

9月1日

9月25日

10月1日

10月1日

10月1日

10月30日

11月1日

10月26日

12月1日

12月23日

12月1日

10月12日

令和3年2月1日

ドレッサージュ・ステーブル・テルイ ホイルローダー 1 3,190,000

ライディングクラブフジファーム スキッドステアローダー 1 1,727,000

アバロン・ヒルサイドファーム 散水施設・給湯器 2 6,820,000

(公社)東京乗馬倶楽部

STABLE AMIEST
ウォーキングマシン
・簡易式馬場柵

3 9,433,600

フォレストライディング ウォーキングマシン 1 12,361,800

005,105,11クッラト軽ブラク馬乗岡静

002,765,41機風送ブラク馬乗沢藤

000,946,111クッラトクーパスーホ山蒜

長谷川ライディングファーム ワゴン車 1 3,153,700

(有)成田乗馬倶楽部 細霧システム・送風機 3 680,900

(有)トレジャーズファーム
ちばシティ乗馬クラブ

簡易式厩舎・
簡易式馬場柵

2 2,657,600

000,936,101鞍乗〃　　　　　　　

(株)ホースブリッジ ウォーキングマシン 1 11,770,000

エバーグリーンホースガーデン トレーニングマシン 1 8,360,000

カナディアンキャンプ乗馬クラブ ホイルローダー 1 4,658,500

 

馬房マット 1 3,524,400
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乗馬クラブ名 機械施設名 数量
取得価格

(円)
契　約　日(上段)
貸付開始日(下段)  

12月16日

令和3年3月1日

令和3年1月12日

令和3年1月1日

合　　　　計 16 施設 33 件 94,563,700

犬山乗馬クラブ ホイルローダー 1 3,520,000

ドレッサージュ・ステーブル・テルイ ワゴン車 1 3,349,500

 
 

(2) 乗馬施設費利子補給事業 

乗馬施設等が借入金で新規に乗馬施設の整備を行う場合、申請書に基づき書類審査及び現地確認

を行い、適正であった案件を利子補給対象としている。 

なお、平成 20 年度から新規の応募は受け付けていない。 

 

(3) 優良乗馬施設認定事業 

利用者の安全や周辺環境等に配慮した優良乗馬施設を認定するため、申請に基づき現地調査及び

優良乗馬施設認定審査委員会の審査を経て乗馬施設を新規に認定すると共に、更新申請がある乗馬

施設を認定するため、令和 3年 3 月 16 日に優良乗馬施設認定審査委員会を開催した。164 乗馬施設

が認定されている。 

 

77.. 乗乗用用馬馬整整備備関関係係事事業業  

(1) 乗用馬防疫推進事業 

（公財)全国競馬・畜産振興会からの助成を受けて事業を行った。 

軽種馬防疫協議会が推奨する要領により、馬インフルエンザ、日本脳炎及び破傷風の予防ワクチ

ンを所定のプログラムに基づいて接種が確認された馬 4,919 頭に対し、予防接種費の補助金を交付

した。 

登録乗用馬における馬インフルエンザ、日本脳炎および破傷風等の伝染性疾病に対する防疫体制

の確立のため、令和 3 年 3 月 10 日に JRA 新橋分館において第 1 回「乗用馬防疫推進委員会」を開

催した。 

 

(2) 乗馬活動保険推進事業 

JRA からの助成を受け、乗馬活動中に発生する様々なトラブルによる問題に対処するため、乗馬

クラブが加入する傷害・賠償保険金額（年間）に対し、乗用馬防疫推進事業におけるワクチン接種

馬の保有頭数に応じて補助金を交付した。 

 

(3) 在来馬乗用化推進事業 

在来馬を乗用馬として安全に活用するため、在来馬保存会、在来馬飼養管理者を対象とした馴致・

調教の講習会を行った。 

・現地講習会 

会 場：クバカ城跡・荷川取牧場など（沖縄県宮古島市） 

日 程：12 月 8 日～12 日 

宮古馬の飼養管理者を対象に初期馴致ならびに基礎調教を指導 

参 加 者：14 人（延べ人数） 

・集合講習会 

全国の在来馬飼養管理者・公設動物園担当者を一堂に介して実施する集合講習会については、

新型コロナウイルス感染症のため、本年度の開催を見送った。 

 

(4) 馬の流通に係る若手後継者の育成調教技術向上推進事業 

(公財)全国競馬・畜産振興会からの助成を受けて下記の事業を行った。 

① 事業推進委員会開催事業 

最終年度のため、馬の流通に係る若手後継者の育成調教技術向上推進委員会を令和 3 年 3 月 17

日に開催し、最終達成目標に対する自己評価を確認した。 
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② 馬の流通に係る若手後継者の育成調教技術向上推進事業 

馬産地においてこれまで講習を行った人材の中から優れた人材を活用して、各地域の生産団体に

よって選抜された若馬に対し乗用馬として付加価値を向上させ市場に送り出すための馴致調教を

行うことと併せて、若手後継者が若馬の育成調教技術の習得に取り組んだ。 

また、各地域において事業の進捗状況の確認と、正しい調教技術を普及伝達するために、事業期

間中に本協会有資格者指導者を派遣して現地指導を行った。十勝地域においては 6 月に現地指導を

予定していたがコロナウイルス感染症予防のため、都道府県境をまたぐ人の移動自粛要請がなされ

ていたため延期し、令和 3年 3 月 1日に座学による講習会を実施した。 

 

遠野地域：10 月 21 日～27 日 参加者：4名 

十勝地域：令和 3 年 3月 1日 参加者：4名 

根釧地域：9月 26 日～29 日 参加者：3名 

 

(5) 引退競走馬等の馬の多様な利活用普及推進事業 

1) 馬の多様な利活用を推進する講習会開催等事業 

JRA の助成を受け、全国各地において実施されている馬を活用した活動において、安全に馬を取

り扱える人材の養成等のため、障がい者・ホースセラピー、観光・地域振興、子ども・教育に関す

る講習会等を開催した。 

・講習会の開催 

① 「馬と共に生きる」 

会 場：離宮かやのもり周辺（奈良県桜井市） 

日 程：7月 11 日～12 日 

参 加 者：60 名（延べ人数） 

 

② 「スポーツ流鏑馬による地域興しに関するワークショップ」 

「流鏑馬指導者養成セミナー」 

会 場：十和田乗馬倶楽部他（青森県十和田市） 

日 程：7月 15 日～17 日 

参 加 者：40 名（延べ人数） 

 

③ 「馬活用（ポニー4 頭の活用と地域興し・動物介在活動）」 

会 場：大阪府立農芸高等学校（大阪府堺市） 

日 程：7月 22 日 

参 加 者：34 名 

 

④ 「馬の多様な利活用を推進するための講習会」 

会 場：あわしま牧場（新潟県岩船郡粟島浦村） 

日 程：9月 5 日～6 日 

参 加 者：26 名（延べ人数） 

 

⑤ 「障がい者が馬を楽しむための講習会」 

会 場：特定非営利活動法人障害者のための馬事普及協会ピルエット（栃木県宇都宮市） 

日 程：11 月 2 日～3日 

参 加 者：講習会 37 名（延べ人数） 

 

⑥ 「ホースセラピー活動を安全に実施するために」 

会 場：岐阜県立岐阜農林高等学校（岐阜県本巣郡北方町） 

日 程：11 月 6 日～7日 

参 加 者：75 名（延べ人数） 

 

⑦ 「農芸祭でのホースショー発表」 

会 場：大阪府立農芸高等学校（大阪府堺市） 

日 程：11 月 6 日～8日 

参 加 者：40 名（延べ人数） 
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⑧ 「ポニーの安全な取り扱いと活用」 

会 場：愛媛県立野村高等学校（愛媛県西予市） 

日 程：11 月 10 日～11 日 

参 加 者：96 名（延べ人数） 

 

⑨ 「さとやまでの馬の利活用について」 

会 場：矢田山自然塾（奈良県大和郡山市） 

日 程：11 月 14 日～15 日 

参 加 者：43 名（延べ人数） 

 

⑩ 「大学馬術部が社会貢献活動として行うホースセラピー」 

会 場：法政大学（東京都町田市） 

日 程：12 月 6 日 

参 加 者：26 名 

・事業推進委員会の開催 

（第 1 回：1月 31 日）、第 2 回：9 月 10 日、第 3回：12 月 21 日、第 1 回：令和 3年 3月 26 日 

 

2) 障がい者乗馬・ホースセラピー活動等を支援するための事業 

JRA の助成を受け、広く国内に障がい者乗馬・ホースセラピー活動を普及する為、安全性を始め

とする馬の取り扱いや適切な対応がとれるよう、海外より講師を招いての講習会を開催する事業で

あるが、新型コロナウイルス感染症のため、講習会の開催を見送り、事業推進委員会を実施した。 

・事業推進委員会の開催 

（第 1 回：2月 6 日）、第 2 回：4 月 6日（中止）、第 3 回：12 月 21 日、 

第１回：令和 3 年 2月 12 日 

 

3) 民間における引退競走馬の利活用促進等に関する事業 

JRA の助成を受け、乗馬クラブ等で引退競走馬がより受け入れられるよう、転用促進等を活発化

させるための環境づくりや方向性について検討し、事業を円滑に運営するための事業推進委員会等

を開催した。 

国内の講師を招いての引退競走馬の更なる乗馬や馬術における活用と転用促進を目的とした講

習会を開催した。また、引退競走馬をより一層、乗馬や馬術で活用させるために、全国 13 大会で引

退競走馬のみの競技種目に対して引退競走馬所有者奨励金を授与した。 

・講習会の開催 

「引退競走馬でリオデジャネイロオリンピック総合馬術競技に出場したボイド・マーティン氏の

講習会」 

以下の 3ヶ所で開催を計画したが、新型コロナウイルス感染症のため、講師の渡航が困難なた

め中止とした。 

① 会 場：ノーザンホースパーク（北海道苫小牧市） 

② 会 場：御殿場市馬術・スポーツセンター（静岡県御殿場市） 

③ 会 場：三木ホースランドパーク（兵庫県三木市） 

 

「ナチュラルホースマンシップを取り入れた持田裕之氏の引退競走馬のリトレーニング講習会」 

① 会 場：乗馬クラブスタリオンステーブル（香川県綾歌郡） 

日 程：8月 18 日～20 日 

参 加 者：79 名（延べ人数） 

② 会 場：岡山乗馬倶楽部（岡山県加賀郡） 

日 程：9月 8 日～9 日 

参 加 者：66 名（延べ人数） 

③ 会 場：福井ホースパーク（福井県福井市） 

日 程：9月 29 日～30 日 

参 加 者：53 名（延べ人数） 
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④ 会 場：福岡県馬術競技場（福岡県古賀市） 

日 程：10 月 6 日～7日 

参 加 者：35 名（延べ人数） 

⑤ 会 場：乗馬クラブエクセラ（秋田県大仙市） 

日 程：10 月 13 日～14 日 

参 加 者：56 名（延べ人数） 

⑥ 会 場：ノーザンホースパーク（北海道苫小牧市） 

日 程：10 月 20 日～21 日 

参 加 者：56 名（延べ人数） 

・引退競走馬所有者奨励競技会の開催 

① 会 場：乗馬クラブクレインオリンピックパーク（奈良県天理市） 

日 程：7月 11 日 

申 込 数：馬場馬術 17 頭 

② 会 場：福岡県馬術競技場（福岡県古賀市） 

日 程：7月 25 日 

申 込 数：障害馬術 12 頭 

③ 会 場：御殿場市馬術・スポーツセンター（静岡県御殿場市）（パートⅠ） 

日 程：8月 8 日 

申 込 数：障害馬術 22 頭 

④ 会 場：岡山乗馬倶楽部（岡山県加賀郡） 

日 程：8月 23 日 

申 込 数：障害馬術 23 頭 

⑤ 会 場：仙北市馬術競技場（秋田県仙北市） 

日 程：9月 27 日 

申 込 数：障害馬術 17 頭 

⑥ 会 場：ノーザンホースパーク（北海道苫小牧市） 

日 程：10 月 3 日 

申 込 数：障害馬術 20 頭 

⑦ 会 場：福井ホースパーク（福井県福井市） 

日 程：10 月 11 日 

申 込 数：障害馬術 19 頭 

⑧ 会 場：御殿場市馬術・スポーツセンター（静岡県御殿場市）（パートⅠ） 

日 程：10 月 25 日  

申 込 数：馬場馬術 17 頭 

⑨ 会 場：御殿場市馬術・スポーツセンター（静岡県御殿場市）（パートⅡ） 

日 程：10 月 25 日 

申 込 数：障害馬術 38 頭 

⑩ 会 場：水口乗馬クラブ（滋賀県甲賀市） 

日 程：10 月 25 日 

申 込 数：障害馬術 41 頭 

⑪ 会 場：三木ホースランドパーク（兵庫県三木市） 

日 程：10 月 31 日 

申 込 数：障害馬術 37 頭 

⑫ 会 場：中島トニアシュタール（茨城県東茨城郡） 

日 程：11 月 23 日 

申 込 数：障害馬術 44 頭 
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⑬ 会 場：ＪＲＡ馬事公苑（東京都世田谷区） 

日 程：12 月 6 日 

申 込 数：障害馬術 30 頭（各障害 10 地域大会の上位馬 3 頭を集めたファイナル） 

※13 大会合計 337 頭 

・事業推進委員会の開催 

（第 1 回：2月 12 日）、第 2 回：8月新型コロナウイルス感染症のため中止、 

第 3 回：12 月 7 日、第 1回：令和 3年 2 月 9日 

 

4) 多様な馬の利活用等の取組みを支援し、発展させるための事業 

JRA の助成を受け、すでに実施されている馬の多様な利活用等に関する取り組みの安定的な運営・

発展を支援し、又は将来的に馬関連事業の参考事例となるような取り組みや馬産業の人材養成等に

資するような取り組みを支援する事業として行った。 

本年度は支援対象事業検討委員会で対象となった 35 事業に対しての支援を行った。 

 

・支援対象事業検討委員会 

（第 1 回：1月 23 日、第 2 回：3月 19 日）、第 3 回：9 月 25 日、第 1 回：令和 3年 1 月 22 日、 

第 2 回：令和 3 年 3月 26 日 

 

 

88.. 乗乗馬馬指指導導者者養養成成関関係係事事業業  

一般市民を安全に乗馬指導できる乗馬関係者を養成するため、下記の事業を計画したが、新型コロナ

ウイルス感染症のため（1）から（3）までを中止とした。 

 

(1) 乗馬指導者養成講習会 

① 初級 

初級乗馬指導者資格認定試験を受験する者を対象に、乗馬に関する知識及び技術向上を目的とし

て、ブリティッシュ部門 7会場、ウエスタン部門 2 会場での講習会。 

 

② 中級・上級 

中級・上級乗馬指導者資格認定試験を受験する者を対象に、より高度な知識及び技術の向上を目

的として、ブリティッシュ部門・ウエスタン部門共に合同で東西 2カ所での講習会。 

 

(2) 乗馬指導者資格認定 

① 乗馬指導者資格認定試験 

ブリティッシュ部門・ウエスタン部門の各級での試験（学科・面接・実技の 3 課目）。 

 

② 乗馬指導者資格認定試験問題作成委員会 

乗馬指導者の資格認定における試験問題の作成及び実施方法についての委員会。 

乗馬指導者資格審査委員に対し、実技試験の審査眼の統一を図り、試験内容の検討のための実務

研修会。 

 

③ 資格審査員研修会 

乗馬指導者資格審査委員に対し、実技試験の審査眼の統一を図り、試験内容の検討のための実務

研修会。 

 

④ 合否判定会議 

乗馬指導者資格認定試験の合否判定会議を行い、審議終了後それぞれの資格認定試験改善のため

検討会。 

 

(3) 乗馬指導者巡回指導 

乗馬指導者資格取得者を対象に乗馬技術及び調教技術の向上を図るため、ブリティッシュ部門の

巡回指導を計画した。 
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(4) 乗馬指導者競技会 

① 全国乗馬指導者競技会 

乗馬指導者の技術向上を図るため 11 月 16 日～18 日の 3 日間、2020 東京オリンピック・パラリ

ンピックの馬術会場（新型コロナウイルス感染症のため 2021 年に大会延期）である JRA 馬事公苑

（東京都世田谷区）で、ブリティッシュ部門のみ開催した。 

 

② 各地域の乗馬指導者競技会 

6 地域において一般の競技会と併せて実施した。1 地域は新型コロナウイルス感染症のため中止

とした。 【別表 6】 

【別表 6】 令和 2 年度 各地域の乗馬指導者競技会 

開催地域 開催月日 会場 

北海道 10 月 3 日～4日 ノーザンホースパーク 

東北 9 月 26 日 仙北市馬術競技場 

関東 10 月 3 日～4日 山梨県馬術競技場 

北陸中部 10 月 23 日～24 日 御殿場市馬術・スポーツセンター 

関西 11 月 21 日、23 日 水口乗馬クラブ 

中国四国 新型コロナウイルス感染症のため中止 蒜山ホースパーク 

九州 
障害  11 月 22 日 

馬場  令和 3年 1月 23 日 

障害  霧島高原乗馬クラブ 

馬場  上村乗馬苑 

 

(5) 乗馬指導者資格更新講習会 

既に乗馬指導者資格を取得している者を対象に乗馬指導の知識のレベルアップを図るために、今

年度は新型コロナウイルス感染症のため、WEB を利用しての講習（馬の運動心理学・安全対策・指

導法等）を（公社）日本馬術連盟の協力の下（テレビ会議システム「Cisco Webex」を借用）、馬事

畜産会館にて 3 回開催した。 

① 実施日：令和 3 年 1月 26 日  受講者 73 名 

② 実施日：令和 3 年 2月 2日  受講者 36 名 

③ 実施日：令和 3 年 2月 16 日  受講者 65 名 

また、YouTube を利用して乗馬安全対策について（70 分）の動画を 300 名が視聴した。 

 

99.. 乗乗馬馬ククララブブ等等活活動動特特別別支支援援事事業業  

JRA の助成を受け、新型コロナウイルス感染症等の影響による社会情勢の変化により、資金が困窮し

ている乗馬クラブ等に対しその経費等を助成する事業を行った。募集に対し申請のあった登録乗馬施設

245 件に対し補助金を交付した。 

補助金交付のための事業推進委員会を令和 3 年 3月 18 日に開催した。 

 

〔特記事項〕 

令和 2 年初頭からの新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、政府より発令された感染症対策の基本方針

等を踏まえた上で、事業の一部を中止した。 
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貸借対照表

令和3年3月31日現在
（単位:円）

科　　　　　目 当年度 前年度 増減 備考

ⅠⅠ　　資資産産のの部部
１１．．流流動動資資産産

現金預金 340,868,809 365,302,865 △ 24,434,056
　現金 51,521 68,065 △ 16,544
　普通預金 280,817,288 305,234,800 △ 24,417,512
　定期預金 60,000,000 60,000,000 0
未収金 3,722,052 2,948,251 773,801
仮払金 234,647,649 130,993,132 103,654,517
貯蔵品 3,058,113 4,121,032 △ 1,062,919

    流流動動資資産産合合計計 558822,,229966,,662233 550033,,336655,,228800 7788,,993311,,334433
２２．．固固定定資資産産

((11))特特定定資資産産
退職給付引当資産 32,788,334 47,022,906 △ 14,234,572
乗馬振興事業特別積立資産 16,000,000 16,000,000 0
再貸付事業積立資産 42,040,857 40,984,325 1,056,532
ソフトウエア 6,893,334 8,653,334 △ 1,760,000

    特特定定資資産産合合計計 9977,,772222,,552255 111122,,666600,,556655 △△  1144,,993388,,004400
((22))そそのの他他固固定定資資産産

備品 2,542,563 1,895,700 646,863
ソフトウエア 226,262 405,543 △ 179,281
電話加入権 372,008 372,008 0

    そそのの他他固固定定資資産産合合計計 33,,114400,,883333 22,,667733,,225511 446677,,558822
    固固定定資資産産合合計計 110000,,886633,,335588 111155,,333333,,881166 △△  1144,,447700,,445588

    資資産産合合計計 668833,,115599,,998811 661188,,669999,,009966 6644,,446600,,888855

ⅡⅡ　　負負債債のの部部
１１．．流流動動負負債債

未払金 6,693,011 5,935,374 757,637
仮受金 400,820,117 335,602,387 65,217,730
預り金 1,223,640 1,079,753 143,887
賞与引当金 4,527,297 4,320,719 206,578

    流流動動負負債債合合計計 441133,,226644,,006655 334466,,993388,,223333 6666,,332255,,883322
２２．．固固定定負負債債

退職給付引当金 32,788,334 47,022,906 △ 14,234,572
    固固定定負負債債合合計計 32,788,334 47,022,906 △ 14,234,572

    負負債債合合計計 444466,,005522,,339999 339933,,996611,,113399 5522,,009911,,226600

ⅢⅢ　　正正味味財財産産のの部部
１１．．指指定定正正味味財財産産 66,,889933,,333344 88,,665533,,333344 △△  11,,776600,,000000
　（うち基本資産への充当額） (     　　  0) (     　　  0) (     　　  0)
　（うち特定資産への充当額） (   6,893,334) (   8,653,334) (△ 1,760,000)

２２．．一一般般正正味味財財産産 223300,,221144,,224488 221166,,008844,,662233 1144,,112299,,662255
　（うち基本資産への充当額） (     　　  0) (     　　  0) (     　　  0)
　（うち特定資産への充当額） (  58,040,857) (  56,984,325) (　 1,056,532)

    正正味味財財産産合合計計 223377,,110077,,558822 222244,,773377,,995577 1122,,336699,,662255
    負負債債及及びび正正味味財財産産合合計計 668833,,115599,,998811 661188,,669999,,009966 6644,,446600,,888855
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貸借対照表内訳表

令和3年3月31日現在

（単位：円）

科目
公益目的事業

会計
収益事業等

会計
法人会計

内部取引
消去

合計 備考

ⅠⅠ  資資産産のの部部
１１．．流流動動資資産産

現金預金 160,773,035 149,185,619 30,910,155 340,868,809
現金 0 0 51,521 51,521
普通預金 160,773,035 89,185,619 30,858,634 280,817,288
定期預金 0 60,000,000 0 60,000,000

未収金 3,668,143 0 53,909 3,722,052
仮払金 233,736,359 0 911,290 234,647,649
貯蔵品 3,058,113 0 0 3,058,113

  流流動動資資産産合合計計 440011,,223355,,665500 114499,,118855,,661199 3311,,887755,,335544 0 558822,,229966,,662233
２２．．固固定定資資産産

((11))特特定定資資産産
退職給付引当資産 26,886,434 2,623,067 3,278,833 32,788,334
乗馬振興事業特別積立資産 0 0 16,000,000 16,000,000
再貸付事業積立資産 0 42,040,857 0 42,040,857
ソフトウエア 6,893,334 0 0 6,893,334

  特特定定資資産産合合計計 3333,,777799,,776688 4444,,666633,,992244 1199,,227788,,883333 0 9977,,772222,,552255
((22))そそのの他他固固定定資資産産

備品 2,135,775 180,795 225,993 2,542,563
ソフトウエア 199,791 11,765 14,706 226,262
電話加入権 271,566 40,921 59,521 372,008

  そそのの他他固固定定資資産産合合計計 22,,660077,,113322 223333,,448811 330000,,222200 0 33,,114400,,883333
  固固定定資資産産合合計計 3366,,338866,,990000 4444,,889977,,440055 1199,,557799,,005533 0 110000,,886633,,335588

    資資産産合合計計 443377,,662222,,555500 119944,,008833,,002244 5511,,445544,,440077 0 668833,,115599,,998811

ⅡⅡ  負負債債のの部部
１１．．流流動動負負債債

未払金 2,988,029 22,088 3,682,894 6,693,011
仮受金 388,749,509 6,696,000 5,374,608 400,820,117
預り金 0 529,139 694,501 1,223,640
賞与引当金 3,712,384 362,183 452,730 4,527,297

  流流動動負負債債合合計計 339955,,444499,,992222 77,,660099,,441100 1100,,220044,,773333 0 441133,,226644,,006655
２２．．固固定定負負債債

退職給付引当金 26,886,434 2,623,067 3,278,833 32,788,334
  固固定定負負債債合合計計 2266,,888866,,443344 22,,662233,,006677 33,,227788,,883333 0 3322,,778888,,333344

    負負債債合合計計 442222,,333366,,335566 1100,,223322,,447777 1133,,448833,,556666 0 444466,,005522,,339999

ⅢⅢ  正正味味財財産産のの部部
１１．．指指定定正正味味財財産産
　　　　指指定定正正味味財財産産合合計計 66,,889933,,333344 00 00 00 66,,889933,,333344
 　（うち基本資産への充当額） (    　 　  0) (    　 　  0) (     　　  0) (     　　  0)
 　（うち特定資産への充当額） (   6,893,334) (    　　   0) (     　　  0) (   6,893,334)
２２．．一一般般正正味味財財産産 88,,339922,,886600 118833,,885500,,554477 3377,,997700,,884411 0 223300,,221144,,224488
 　（うち基本資産への充当額） (    　 　  0) (    　 　  0) (    　 　  0) (     　　  0)
 　（うち特定資産への充当額） (    　　   0) (  42,040,857) (  16,000,000) (  58,040,857)

    正正味味財財産産合合計計 1155,,228866,,119944 118833,,885500,,554477 3377,,997700,,884411 0 223377,,110077,,558822
    負負債債及及びび正正味味財財産産合合計計 443377,,662222,,555500 119944,,008833,,002244 5511,,445544,,440077 0 668833,,115599,,998811

注）乗馬施設活性化支援事業において（公財）畜産近代化リース協会より借受け、登録乗馬施設に貸付けを行っている再貸付物件
 が219,639,845円ある。
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正味財産増減計算書

令和2年4月1日から令和3年3月31日まで
（単位:円）

科　　　　　目 当年度 前年度 増  減 備考

ⅠⅠ　　一一般般正正味味財財産産増増減減のの部部
１１．．経経常常増増減減のの部部
((11))  経経常常収収益益
特定資産運用益 8,134 8,081 53
特定預金受取利息収益 8,134 8,081 53

受取入会金及び会費 3,240,000 3,290,000 △ 50,000
受取入会金及び会費 3,240,000 3,290,000 △ 50,000

事業収益 87,478,834 98,797,131 △ 11,318,297
登録料収益 35,727,000 42,810,520 △ 7,083,520
指導者資格認定試験料収益 2,443,700 2,707,400 △ 263,700
乗馬技能認定料収益 37,636,500 45,604,380 △ 7,967,880
参加料収益 5,714,000 0 5,714,000
再貸付事務手数料収益 2,105,324 1,437,329 667,995
資格認定テキスト収益 3,852,310 6,237,502 △ 2,385,192

受取補助金等 669,506,859 360,076,303 309,430,556
乗馬普及事業助成金 662,725,878 356,786,196 305,939,682
乗馬普及事業助成金減価償却費振替額 1,760,000 146,666 1,613,334
内国産馬生産奨励事業助成金 2,319,981 3,143,441 △ 823,460
スポーツ振興くじ助成金 2,701,000 0 2,701,000

雑収益 4,588,073 7,547 4,580,526
受取利息収益 7,633 7,547 86
雑収益 4,580,440 0 4,580,440

  経経常常収収益益計計 776644,,882211,,990000 446622,,117799,,006622 330022,,664422,,883388
((22))  経経常常費費用用
事業費 740,121,788 440,411,708 299,710,080
役員報酬 5,355,000 5,361,075 △ 6,075
給与手当 51,958,604 49,038,110 2,920,494
社会保険料 9,614,748 9,752,142 △ 137,394
福利厚生費 718,610 676,618 41,992
馬とのふれあい補助費 36,069,860 31,656,498 4,413,362
乗用馬保健衛生補助費 30,411,514 33,487,287 △ 3,075,773
乗馬施設整備補助費 491,716,215 166,181,781 325,534,434
競技会奨励費及び賞品費 19,496,900 13,573,412 5,923,488
会議及び講習会費 20,481,204 28,233,587 △ 7,752,383
旅費交通費 20,186,645 54,408,813 △ 34,222,168
従事員賃金 8,902,519 7,055,199 1,847,320
広報費 8,536,568 7,373,196 1,163,372
備品及び借料費 10,781,212 7,813,817 2,967,395
減価償却費 2,295,662 520,652 1,775,010
消耗品費 577,199 612,793 △ 35,594
図書印刷製本費 6,411,630 8,719,188 △ 2,307,558
通信費 2,628,623 2,975,909 △ 347,286
光熱及び水料 313,009 372,904 △ 59,895
役務費 3,200,922 2,924,438 276,484
租税公課 3,132,380 2,977,870 154,510
雑費 2,968,857 2,675,465 293,392
退職給付費用 4,177,987 3,848,930 329,057
賞与引当金繰入 185,920 172,024 13,896

管理費 10,570,487 9,949,777 620,710
役員報酬 595,000 595,675 △ 675
給与手当 5,773,179 5,448,679 324,500
社会保険料 1,068,305 1,083,572 △ 15,267
福利厚生費 79,846 75,180 4,666
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科　　　　　目 当年度 前年度 増  減 備考

会議及び講習会費 22,625 32,871 △ 10,246
旅費交通費 327,763 376,396 △ 48,633
従事員賃金 192,275 115,347 76,928
備品及び借料費 1,019,969 813,851 206,118
減価償却費 41,756 29,564 12,192
消耗品費 42,500 52,319 △ 9,819
図書印刷製本費 84,505 64,609 19,896
通信費 256,833 263,204 △ 6,371
光熱及び水料 34,779 41,434 △ 6,655
役務費 353,825 324,937 28,888
租税公課 2,320 2,630 △ 310
雑費 190,128 182,736 7,392
退職給付費用 464,221 427,659 36,562
賞与引当金繰入 20,658 19,114 1,544

  経経常常費費用用計計 775500,,669922,,227755 445500,,336611,,448855 330000,,333300,,779900
    評評価価損損益益等等調調整整前前当当期期経経常常増増減減額額 1144,,112299,,662255 1111,,881177,,557777 22,,331122,,004488
基本財産評価損益 0 0 0
特定資産評価損益 0 0 0
投資有価証券評価損益等 0 0 0

    評評価価損損益益等等計計 0 0 0
    当当期期経経常常増増減減額額 1144,,112299,,662255 1111,,881177,,557777 22,,331122,,004488
２２．．経経常常外外増増減減のの部部
((11))  経経常常外外収収益益
  経経常常外外収収益益計計 00 00 00
((22))  経経常常外外費費用用
  経経常常外外費費用用計計 00 00 00

    当当期期経経常常外外増増減減額額 00 00 00
当当期期一一般般正正味味財財産産増増減減額額 1144,,112299,,662255 1111,,881177,,557777 22,,331122,,004488
一一般般正正味味財財産産期期首首残残高高 221166,,008844,,662233 220044,,226677,,004466 1111,,881177,,557777
一一般般正正味味財財産産期期末末残残高高 223300,,221144,,224488 221166,,008844,,662233 1144,,112299,,662255

ⅡⅡ　　指指定定正正味味財財産産増増減減のの部部
  受受取取補補助助金金等等 0 8,800,000 △ 8,800,000
  一一般般正正味味財財産産へへのの振振替替額額 △ 1,760,000 △ 146,666 △ 1,613,334

当当期期指指定定正正味味財財産産増増減減額額 △△  11,,776600,,000000 88,,665533,,333344 △△  1100,,441133,,333344
指指定定正正味味財財産産期期首首残残高高 88,,665533,,333344 00 88,,665533,,333344
指指定定正正味味財財産産期期末末残残高高 66,,889933,,333344 88,,665533,,333344 △△  11,,776600,,000000

ⅢⅢ　　正正味味財財産産期期末末残残高高 223377,,110077,,558822 222244,,773377,,995577 1122,,336699,,662255
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,
1
8
0
,
3
6
9

6
5
2
,
1
8
0
,
3
6
9

2
,
9
2
9
,
3
0
8

1
,
7
5
7
,
5
8
5

0
4
,
6
8
6
,
8
9
3

5
,
8
5
8
,
6
1
6

6
6
2
,
7
2
5
,
8
7
8

乗
馬

普
及

事
業

助
成

金
減

価
償

却
費

振
替

額
1
,
7
6
0
,
0
0
0

1
,
7
6
0
,
0
0
0

0
0

0
0

0
1
,
7
6
0
,
0
0
0

内
国

産
馬

生
産

奨
励

事
業

助
成

金
2
,
3
1
9
,
9
8
1

2
,
3
1
9
,
9
8
1

0
0

0
0

0
2
,
3
1
9
,
9
8
1

ス
ポ

ー
ツ

振
興

く
じ

助
成

金
2
,
7
0
1
,
0
0
0

2
,
7
0
1
,
0
0
0

0
0

0
0

0
2
,
7
0
1
,
0
0
0

雑
収

益
6
,
0
9
8

6
,
0
9
8

3
7
2

4
1
9

0
7
9
1

4
,
5
8
1
,
1
8
4

4
,
5
8
8
,
0
7
3

受
取

利
息

収
益

6
,
0
9
8

6
,
0
9
8

3
7
2

4
1
9

0
7
9
1

7
4
4

7
,
6
3
3

雑
収

益
0

0
0

0
0

0
4
,
5
8
0
,
4
4
0

4
,
5
8
0
,
4
4
0

  経経
常常

収収
益益

計計
77
11
00
,,
22
33
66
,,
88
99
11

77
11
00
,,
22
33
66
,,
88
99
11

33
88
,,
66
55
66
,,
88
55
99

33
,,
88
66
66
,,
33
99
22

00
44
22
,,
55
22
33
,,
22
55
11

11
22
,,
00
66
11
,,
77
55
88

77
66
44
,,
88
22
11
,,
99
00
00

((22
))経経

常常
費費

用用
事

業
費

7
2
9
,
6
6
3
,
6
6
2

7
2
9
,
6
6
3
,
6
6
2

7
,
2
2
5
,
3
7
9

3
,
2
3
2
,
7
4
7

0
1
0
,
4
5
8
,
1
2
6

－
7
4
0
,
1
2
1
,
7
8
8

役
員

報
酬

4
,
8
7
9
,
0
0
0

4
,
8
7
9
,
0
0
0

2
9
7
,
5
0
0

1
7
8
,
5
0
0

0
4
7
6
,
0
0
0

－
5
,
3
5
5
,
0
0
0

給
与

手
当

4
7
,
3
4
0
,
0
6
2

4
7
,
3
4
0
,
0
6
2

2
,
8
8
6
,
5
8
9

1
,
7
3
1
,
9
5
3

0
4
,
6
1
8
,
5
4
2

－
5
1
,
9
5
8
,
6
0
4

社
会

保
険

料
8
,
7
6
0
,
1
0
3

8
,
7
6
0
,
1
0
3

5
3
4
,
1
5
3

3
2
0
,
4
9
2

0
8
5
4
,
6
4
5

－
9
,
6
1
4
,
7
4
8

福
利

厚
生

費
6
5
4
,
7
3
3

6
5
4
,
7
3
3

3
9
,
9
2
3

2
3
,
9
5
4

0
6
3
,
8
7
7

－
7
1
8
,
6
1
0

馬
と

の
ふ

れ
あ

い
補

助
費

3
6
,
0
6
9
,
8
6
0

3
6
,
0
6
9
,
8
6
0

0
0

0
0

－
3
6
,
0
6
9
,
8
6
0

乗
用

馬
保

健
衛

生
補

助
費

3
0
,
4
1
1
,
5
1
4

3
0
,
4
1
1
,
5
1
4

0
0

0
0

－
3
0
,
4
1
1
,
5
1
4

乗
馬

施
設

整
備

補
助

費
4
9
1
,
7
1
6
,
2
1
5

4
9
1
,
7
1
6
,
2
1
5

0
0

0
0

－
4
9
1
,
7
1
6
,
2
1
5

競
技

会
奨

励
費

及
び

賞
品

費
1
9
,
4
9
6
,
9
0
0

1
9
,
4
9
6
,
9
0
0

0
0

0
0

－
1
9
,
4
9
6
,
9
0
0

会
議

及
び

講
習

会
費

2
0
,
4
6
3
,
1
0
3

2
0
,
4
6
3
,
1
0
3

1
1
,
3
1
3

6
,
7
8
8

0
1
8
,
1
0
1

－
2
0
,
4
8
1
,
2
0
4

旅
費

交
通

費
1
9
,
7
6
2
,
2
5
4

1
9
,
7
6
2
,
2
5
4

3
2
6
,
0
6
2

9
8
,
3
2
9

0
4
2
4
,
3
9
1

－
2
0
,
1
8
6
,
6
4
5

従
事

員
賃

金
8
,
1
7
5
,
4
1
8

8
,
1
7
5
,
4
1
8

6
6
9
,
4
1
8

5
7
,
6
8
3

0
7
2
7
,
1
0
1

－
8
,
9
0
2
,
5
1
9

広
報

費
8
,
5
3
6
,
5
6
8

8
,
5
3
6
,
5
6
8

0
0

0
0

－
8
,
5
3
6
,
5
6
8

備
品

及
び

借
料

費
9
,
9
6
5
,
2
3
6

9
,
9
6
5
,
2
3
6

5
0
9
,
9
8
5

3
0
5
,
9
9
1

0
8
1
5
,
9
7
6

－
1
0
,
7
8
1
,
2
1
2

減
価

償
却

費
2
,
2
6
2
,
2
5
8

2
,
2
6
2
,
2
5
8

2
0
,
8
7
8

1
2
,
5
2
6

0
3
3
,
4
0
4

－
2
,
2
9
5
,
6
6
2

消
耗

品
費

5
4
3
,
1
9
9

5
4
3
,
1
9
9

2
1
,
2
5
0

1
2
,
7
5
0

0
3
4
,
0
0
0

－
5
7
7
,
1
9
9

図
書

印
刷

製
本

費
5
,
2
4
8
,
5
7
9

5
,
2
4
8
,
5
7
9

1
,
1
3
7
,
6
9
9

2
5
,
3
5
2

0
1
,
1
6
3
,
0
5
1

－
6
,
4
1
1
,
6
3
0

通
信

費
2
,
3
1
3
,
9
2
7

2
,
3
1
3
,
9
2
7

2
3
7
,
6
4
6

7
7
,
0
5
0

0
3
1
4
,
6
9
6

－
2
,
6
2
8
,
6
2
3

光
熱

及
び

水
料

2
8
5
,
1
8
6

2
8
5
,
1
8
6

1
7
,
3
8
9

1
0
,
4
3
4

0
2
7
,
8
2
3

－
3
1
3
,
0
0
9

役
務

費
2
,
9
1
7
,
8
6
3

2
,
9
1
7
,
8
6
3

1
7
6
,
9
1
2

1
0
6
,
1
4
7

0
2
8
3
,
0
5
9

－
3
,
2
0
0
,
9
2
2
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公公
益益

目目
的的

事事
業業

会会
計計

収収
益益

事事
業業

等等
会会

計計

科
目

乗
馬

普
及

事
業

小小
計計

乗
馬

施
設

等
登

録
事

業
乗

馬
施

設
活

性
化

支
援

事
業

共
通

小 小
計計

法法
人人

会会
計計

合合
計計

備
考

租
税

公
課

3
,
1
3
0
,
5
2
4

3
,
1
3
0
,
5
2
4

1
,
1
6
0

6
9
6

0
1
,
8
5
6

－
3
,
1
3
2
,
3
8
0

雑
費

2
,
7
5
5
,
1
5
5

2
,
7
5
5
,
1
5
5

9
5
,
0
6
4

1
1
8
,
6
3
8

0
2
1
3
,
7
0
2

－
2
,
9
6
8
,
8
5
7

退
職

給
付

費
用

3
,
8
0
6
,
6
1
1

3
,
8
0
6
,
6
1
1

2
3
2
,
1
1
0

1
3
9
,
2
6
6

0
3
7
1
,
3
7
6

－
4
,
1
7
7
,
9
8
7

賞
与

引
当

金
繰

入
1
6
9
,
3
9
4

1
6
9
,
3
9
4

1
0
,
3
2
8

6
,
1
9
8

0
1
6
,
5
2
6

－
1
8
5
,
9
2
0

管
理

費
－

－
－

－
－

－
1
0
,
5
7
0
,
4
8
7

1
0
,
5
7
0
,
4
8
7

役
員

報
酬

－
－

－
－

－
－

5
9
5
,
0
0
0

5
9
5
,
0
0
0

給
与

手
当

－
－

－
－

－
－

5
,
7
7
3
,
1
7
9

5
,
7
7
3
,
1
7
9

社
会

保
険

料
－

－
－

－
－

－
1
,
0
6
8
,
3
0
5

1
,
0
6
8
,
3
0
5

福
利

厚
生

費
－

－
－

－
－

－
7
9
,
8
4
6

7
9
,
8
4
6

会
議

及
び

講
習

会
費

－
－

－
－

－
－

2
2
,
6
2
5

2
2
,
6
2
5

旅
費

交
通

費
－

－
－

－
－

－
3
2
7
,
7
6
3

3
2
7
,
7
6
3

従
事

員
賃

金
－

－
－

－
－

－
1
9
2
,
2
7
5

1
9
2
,
2
7
5

備
品

及
び

借
料

費
－

－
－

－
－

－
1
,
0
1
9
,
9
6
9

1
,
0
1
9
,
9
6
9

減
価

償
却

費
－

－
－

－
－

－
4
1
,
7
5
6

4
1
,
7
5
6

消
耗

品
費

－
－

－
－

－
－

4
2
,
5
0
0

4
2
,
5
0
0

図
書

印
刷

製
本

費
－

－
－

－
－

－
8
4
,
5
0
5

8
4
,
5
0
5

通
信

費
－

－
－

－
－

－
2
5
6
,
8
3
3

2
5
6
,
8
3
3

光
熱

及
び

水
料

－
－

－
－

－
－

3
4
,
7
7
9

3
4
,
7
7
9

役
務

費
－

－
－

－
－

－
3
5
3
,
8
2
5

3
5
3
,
8
2
5

租
税

公
課

－
－

－
－

－
－

2
,
3
2
0

2
,
3
2
0

雑
費

－
－

－
－

－
－

1
9
0
,
1
2
8

1
9
0
,
1
2
8

退
職

給
付

費
用

－
－

－
－

－
－

4
6
4
,
2
2
1

4
6
4
,
2
2
1

賞
与

引
当

金
繰

入
－

－
－

－
－

－
2
0
,
6
5
8

2
0
,
6
5
8

  経経
常常

費費
用用

計計
77
22
99
,,
66
66
33
,,
66
66
22

77
22
99
,,
66
66
33
,,
66
66
22

77
,,
22
22
55
,,
33
77
99

33
,,
22
33
22
,,
77
44
77

00
11
00
,,
44
55
88
,,
11
22
66

11
00
,,
55
77
00
,,
44
88
77

77
55
00
,,
66
99
22
,,
22
77
55

  評評
価価

損損
益益

等等
調調

整整
前前

当当
期期

経経
常常

増増
減減

額額
△△

  
11
99
,,
44
22
66
,,
77
77
11

△△
  
11
99
,,
44
22
66
,,
77
77
11

33
11
,,
44
33
11
,,
44
88
00

66
33
33
,,
66
44
55

00
33
22
,,
00
66
55
,,
11
22
55

11
,,
44
99
11
,,
22
77
11

11
44
,,
11
22
99
,,
66
22
55

 
基

本
財

産
評

価
損

益
0

0
0

0
0

0
0

0
 
特

定
資

産
評

価
損

益
0

0
0

0
0

0
0

0
 
投

資
有

価
証

券
評

価
損

益
等

0
0

0
0

0
0

0
0

  評評
価価

損損
益益

等等
計計

00
00

00
00

00
00

00
00

  当当
期期

経経
常常

増増
減減

額額
△△

  
11
99
,,
44
22
66
,,
77
77
11

△△
  
11
99
,,
44
22
66
,,
77
77
11

33
11
,,
44
33
11
,,
44
88
00

66
33
33
,,
66
44
55

00
33
22
,,
00
66
55
,,
11
22
55

11
,,
44
99
11
,,
22
77
11

11
44
,,
11
22
99
,,
66
22
55

２２
．．

経経
常常

外外
増増

減減
のの

部部
((11

))経経
常常

外外
収収

益益
  経経

常常
外外

収収
益益

計計
00

00
00

00
00

00
00

00
((22

))経経
常常

外外
費費

用用
  経経

常常
外外

費費
用用

計計
00

00
00

00
00

00
00

00
  当当

期期
経経

常常
外外

増増
減減

額額
00

00
00

00
00

00
00

00
他他

会会
計計

振振
替替

前前
当当

期期
一一

般般
正正

味味
財財

産産
増増

減減
額額

△△
  
11
99
,,
44
22
66
,,
77
77
11

△△
  
11
99
,,
44
22
66
,,
77
77
11

33
11
,,
44
33
11
,,
44
88
00

66
33
33
,,
66
44
55

00
33
22
,,
00
66
55
,,
11
22
55

11
,,
44
99
11
,,
22
77
11

11
44
,,
11
22
99
,,
66
22
55

他他
会会

計計
振振

替替
額額

22
00
,,
00
00
00
,,
00
00
00

22
00
,,
00
00
00
,,
00
00
00

△△
  
22
11
,,
66
00
00
,,
00
00
00

55
44
33
,,
44
66
88

00
△△

  
22
11
,,
00
55
66
,,
55
33
22

11
,,
00
55
66
,,
55
33
22

00
当当

期期
一一

般般
正正

味味
財財

産産
増増

減減
額額

55
77
33
,,
22
22
99

55
77
33
,,
22
22
99

99
,,
88
33
11
,,
44
88
00

11
,,
11
77
77
,,
11
11
33

00
11
11
,,
00
00
88
,,
55
99
33

22
,,
55
44
77
,,
88
00
33

11
44
,,
11
22
99
,,
66
22
55

一一
般般

正正
味味

財財
産産

期期
首首

残残
高高

77
,,
88
11
99
,,
66
33
11

77
,,
88
11
99
,,
66
33
11

11
22
99
,,
77
00
77
,,
33
11
33

44
33
,,
11
33
44
,,
66
44
11

00
11
77
22
,,
88
44
11
,,
99
55
44

33
55
,,
44
22
33
,,
00
33
88

22
11
66
,,
00
88
44
,,
66
22
33

一一
般般

正正
味味

財財
産産

期期
末末

残残
高高

88
,,
33
99
22
,,
88
66
00

88
,,
33
99
22
,,
88
66
00

11
33
99
,,
55
33
88
,,
77
99
33

44
44
,,
33
11
11
,,
77
55
44

00
11
88
33
,,
88
55
00
,,
55
44
77

33
77
,,
99
77
00
,,
88
44
11

22
33
00
,,
22
11
44
,,
22
44
88

ⅡⅡ
指指

定定
正正

味味
財財

産産
増増

減減
のの

部部
一一

般般
正正

味味
財財

産産
へへ

のの
振振

替替
額額

△△
  
11
,,
77
66
00
,,
00
00
00

△△
  
11
,,
77
66
00
,,
00
00
00

00
00

00
00

00
△△

  
11
,,
77
66
00
,,
00
00
00

当当
期期

指指
定定

正正
味味

財財
産産

増増
減減

額額
△△

  
11
,,
77
66
00
,,
00
00
00

△△
  
11
,,
77
66
00
,,
00
00
00

00
00

00
00

00
△△

  
11
,,
77
66
00
,,
00
00
00

指指
定定

正正
味味

財財
産産

期期
首首

残残
高高

88
,,
66
55
33
,,
33
33
44

88
,,
66
55
33
,,
33
33
44

00
00

00
00

00
88
,,
66
55
33
,,
33
33
44

指指
定定

正正
味味

財財
産産

期期
末末

残残
高高

66
,,
88
99
33
,,
33
33
44

66
,,
88
99
33
,,
33
33
44

00
00

00
00

00
66
,,
88
99
33
,,
33
33
44

ⅢⅢ
正正

味味
財財

産産
期期

末末
残残

高高
11
55
,,
22
88
66
,,
11
99
44

11
55
,,
22
88
66
,,
11
99
44

11
33
99
,,
55
33
88
,,
77
99
33

44
44
,,
33
11
11
,,
77
55
44

00
11
88
33
,,
88
55
00
,,
55
44
77

33
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財 務 諸 表 に 対 す る 注 記  
 

１．継続組織の前提に関する注記 

  該当なし。 

２．重要な会計方針 

（１）棚卸資産の評価基準及び評価方法 

   最終仕入原価法による原価法を採用している。 

（２）固定資産の減価償却の方法 

   定額法を採用し、直接法により表示している。 

（３）引当金の計上基準 

   退職給付引当金は役職員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務に基づき、当期末に

おいて発生していると認められる額を計上している。なお退職給付債務は期末要支給額に基づいて計算

している。 

   賞与引当金は職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上して

いる。 

（４）リース取引の処理方法 

   ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。 

（５）消費税等の会計処理 

   消費税等の会計処理は税込方式によっている。 

３．会計方針の変更 

  なし。 

４．特定資産の増減額及びその残額 

  特定資産の増減額及びその残額は、次のとおりである。 

科   目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

退職給付引当資産 47,022,906 4,642,208 18,876,780 32,788,334 

乗馬振興事業特別積立資産 16,000,000 0 0 16,000,000 

再貸付事業積立資産 40,984,325 1,056,532 0 42,040,857 

ソフトウェア 8,653,334 0  1,760,000 6,893,334 

合   計 112,660,565 5,698,740 20,636,780 97,722,525 

 

５．特定資産の財源等の内訳 

  特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 

科  目 当期末残高 
(うち指定正味財産

からの充当額) 

(うち一般正味財産

からの充当額) 

(うち負債に 

対応する額) 

退職給付引当預金 32,788,334 0 0 32,788,334 

乗馬振興事業特別積立預金 16,000,000 0 16,000,000 0 

再貸付事業積立預金 42,040,857 0 42,040,857 0 

ソフトウェア 6,893,334 6,893,334 0 0 

合  計 97,722,525 6,893,334 58,040,857 32,788,334 
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６．固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高 

  固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高は次のとおりである。 
 

科  目 取得価格 減価償却累計額 当期末残高 

備   品 6,126,376 3,583,813 2,542,563  

ソフトウェア（その他固定資産） 2,739,150 2,512,888 226,262  

ソフトウェア（特定資産） 8,800,000 1,906,666 6,893,334 

電話加入権 372,008 0 372,008  

合  計 18,037,534 8,003,367 10,034,167   

   

７．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減及び残高 

  補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減及び残高は、次のとおりである。 
 

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 
貸借対照表上

の記載区分 

日本中央競馬会 

助成金 

日本 

中央 

競馬会 

0 98,545,392 98,545,392 0  

競馬振興特別助成金 

【3項④】 

被災地支援等のための

馬とのふれあい活動事

業 

日本 

中央 

競馬会 

0 28,029,060 28,029,060 0  

競馬振興特別助成金 

【3項⑤】 

多様な馬の利活用等の

取組みを支援し、発展

させるための事業 

日本 

中央 

競馬会 

319,105,575 245,952,942 296,457,983 268,600,534 流動負債 

競馬振興特別助成金 

【3項⑤】 

多様な馬の利活用等の

取組みを支援し、発展

させるための事業 

日本 

中央 

競馬会 

8,653,334 0 1,760,000 6,893,334 指定正味財産 

競馬振興特別助成金 

【3項⑥】 

民間における乗馬普及

体制持続化特別支援事

業 

日本 

中央 

競馬会 

0 280,000,000 166,423,700 113,576,300 流動負債 

競馬振興特別助成金 

【3項①】 

馬の多様な利活用を推

進する講習会開催等事

業 

日本 

中央 

競馬会 

0 10,959,386 10,959,386 0  

競馬振興特別助成金 

【3項②】 

障がい者乗馬・ホース

セラピー活動等を支援

するための事業 

日本 

中央 

競馬会 

0 556,768 556,768 0  
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補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 
貸借対照表上

の記載区分 

競馬振興特別助成金 

【3項③】 

民間における引退競走

馬の利活用促進等に関

する事業 

日本 

中央 

競馬会 

0 31,342,075 31,342,075 0  

畜産振興事業助成金 

【4項】 

乗用馬防疫推進事業 

全国 

競馬・

畜産 

振興会 

0 30,411,514 30,411,514 0  

畜産振興事業助成金 

【4項】 

馬の流通に係る調教

技術向上推進事業 

全国 

競馬・

畜産 

振興会 

0 2,319,981 2,319,981 0  

スポーツ振興くじ助

成金  

日本ス

ポーツ

振興セ

ンター 

0 2,701,000 2,701,000 0  

   

８．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳 

   指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。 
 

内  容 金額 

経常収益への振替額 

 減価償却費計上による振替額 

 

1,760,000 

合  計 1,760,000 

   

○ 退職給付関係 

（１）採用している退職給付制度の概要 

  確定給付型の制度として退職一時金制度を設けている。 

（２）退職給付債務及びその内訳 
 

①  退職給付債務 32,788,334 

②  会計基準変更時差異の未処理額 0 

③  退職給付引当金（①＋②） 32,788,334 

  

（３）退職給付費用に関する事項     
 

①  勤務費用 4,642,208 

②  会計基準変更時差異の費用処理額 0 

③  退職給付費用（①＋②） 4,642,208 

 

（４）退職給付債務等の計算の基礎に関する事項 

  退職給付債務の計算に当たっては、退職一時金制度に基づく期末要支給額を基礎として計算している。 
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付 属 明 細 書  

１．特定資産の明細 

特定資産については、財務諸表の注記に記載している。 
  

２．引当金の明細 

科 目 期首残高 当期増加額 
当期減少額 

期末残高 
目的使用 その他 

賞与引当金 

退職給付引当金 

4,320,719  

47,022,906  

4,527,297  

4,642,208  

4,320,719  

18,876,780  

       0  

0  

4,527,297  

32,788,334  

 
（注）計上の理由及び算定方法については、財務諸表に対する注記に記載している。 
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（単位:円）
金  額

5511,,552211
228800,,881177,,228888

運転資金として 253,902,914
24,450,890
2,463,484

6600,,000000,,000000
60,000,000

未未収収金金 33,,772222,,005522
日本中央競馬会からの助成金 乗馬普及事業の補助金の未収分 967,143
スポーツ振興くじ助成金 2,701,000
健康保険・厚生年金保険料の自己負担分 53,909

仮仮払払金金 223344,,664477,,664499
次年度執行分の補助金　20団体 乗馬普及事業の事業費 233,700,000
次年度事業にかかる傷害保険料等 894,790
次年度指導者競技会にかかる経費等 36,359
備品のレンタル料 法人会計管理費 16,500

33,,005588,,111133
「レッツエンジョイライディング」等のテキスト 乗馬普及事業のテキストの在庫 2,505,231
　類　9,756冊
ポニーライダー技能認定の認定バッジ  653個 乗馬普及事業の認定バッジの在庫 552,882

558822,,229966,,662233

3322,,778888,,333344
　　 7,788,334

25,000,000
1166,,000000,,000000
16,000,000
4422,,004400,,885577

　　資資産産 13,813,606

28,227,251
乗馬普及事業の総合業務システム 66,,889933,,333344

22,,554422,,556633

 業等会計として180,795円、法人会計として
 225,993円の備品を使用している。

222266,,226622

 して11,765円、法人会計として14,706円のソフ
 トウエアを使用している。

電電話話加加入入権権 5回線分 337722,,000088

 益事業等会計として40,921円、法人会計として
 59,521円の電話加入権を使用している。

110000,,886633,,335588
668833,,115599,,998811

66,,669933,,001111
通信費、旅費、地区への共催金等　14件 乗馬普及事業の事業経費 479,520
臨時従事員への3月分給与 　　　　　〃 881,409
消費税 1,627,100

乗馬施設等登録事業の事業経費 13,288
8,800

1,819,881
1,134,023

給与手当等 728,990
440000,,882200,,111177

6,696,000
誤入金 返金予定分 9,900
日本中央競馬会からの助成金　 5,374,608
　         〃　           乗馬普及事業の次年度分 382,176,834

6,562,775
11,,222233,,664400

338,401
356,100
529,139

賞賞与与引引当当金金 44,,552277,,229977
441133,,226644,,006655

    退退職職給給付付引引当当金金 役職員に対するもの 役職員に対する退職金の支払に備えたもの 3322,,778888,,333344
3322,,778888,,333344

  負負債債合合計計 444466,,005522,,339999
  正正味味財財産産 223377,,110077,,558822

財産目録
令和3年3月31日現在

貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等
((流流動動資資産産))

　　　　〃

通信費

  現現金金
  預預金金 普通預金

　三菱ＵＦＪ銀行 本店（4口座）

手元保管 運転資金として

　三菱ＵＦＪ銀行 自由が丘駅前支店（2口座）
    　三井住友銀行 経堂支店（4口座）

　　　　〃

　　　　〃

    

    運転資金として
定期預金

((固固定定資資産産))

法人会計管理費の未収分

　　　〃

  

  貯貯蔵蔵品品

　　　〃

　三井住友銀行 経堂支店

退退職職給給付付引引当当資資産産
役職員に対する退職金の支払に備えた預金

    流流動動資資産産合合計計

  
    特特定定資資産産

  再再貸貸付付事事業業積積立立

    定期預金 三菱ＵＦＪ銀行 自由が丘駅前支店 　　              〃
  乗乗馬馬振振興興事事業業特特別別

定期預金 三菱ＵＦＪ銀行 自由が丘駅前支店 　　            　〃

    

 障の積立預金
    

　　積積立立資資産産 乗馬普及及び振興の事業のために使用する預金

公益目的保有財産として199,791円のソフトウエ
 アを使用している。その他、収益事業等会計と

    そそのの他他

 乗馬普及事業に使用している。その他、収益事

証明書発行手数料等　2件 乗馬施設活性化事業の事業経費    

社会保険料 役職員等に対する3月の社会保険料

  未未払払金金

通信費、消耗品費等の事務管理費　19件 法人会計管理費等の3月の経費支払分

  仮仮受受金金

    
職員・臨時従事員に対する3月分給与等

乗馬施設等登録事業の次年度登録料

    
助成金未使用分の返還分

    指導者登録料　558人

公益財団法人全国競馬・畜産振興会からの助成金

((固固定定負負債債))

所得税

職員に対する12～3月分の賞与分

乗馬施設再貸付事業に伴う手数料及び貸付金
    

助成金未使用分の返還分
  預預りり金金

職員に対する12～3月分の賞与分

乗馬施設活性化事業の事業経費及び手形差額分の
 現金預かり分

役職員に対する3月分住民税

    流流動動負負債債合合計計

    固固定定負負債債合合計計

    
    住民税
    

役職員及び委員等に対する3月分所得税

  
    固固定定資資産産合合計計

((流流動動負負債債))

    　　固固定定資資産産

 り、乗馬普及事業に使用している。その他、収
公益目的保有財産の電話加入権は271,566円であ

備備品品

　

公益目的保有財産の備品は2,135,775円であり、

定期預金 三菱ＵＦＪ銀行 自由が丘駅前支店

普通預金 三井住友銀行 経堂支店

事務所パソコン及び什器類　12件

消費税納税分

ソソフフトトウウエエアア 公益目的保有財産として6,893,334円のソフトウ
エアを使用している。

乗馬施設活性化事業の借り入れ物件に対する保普通預金 三菱ＵＦＪ銀行 自由が丘駅前支店

  資資産産合合計計

  ソソフフトトウウエエアア 乗馬指導者管理システム及び会計ソフト等　5件
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監 査 報 告 

 

令和３年５月１８日 

 

公益社団法人全国乗馬倶楽部振興協会 

 会 長   武 宮  忠 彦  殿 

 

公益社団法人全国乗馬倶楽部振興協会 

監 事   神 谷 孝 之 

監 事   杉 本     修 

 

 私たち監事は、定款第２３条の規定に基づき、令和２年度（令和２年４月１日から令和

３年３月３１日まで）の理事の職務の執行を監査いたしました。その方法及び結果につい

て、次のとおり報告いたします。 

 

１ 監査の方法及びその内容 

 各監事は、理事及び使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境整備に努め

るとともに、理事会その他重要な会議に出席し、理事及び使用人等からその職務の執行状

況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、業務及び

財産の状況を調査いたしました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告につ

いて検討いたしました。 

 さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る計算書類（貸

借対照表及び正味財産増減計算書）及びその付属明細書並びに財産目録について検討いた

しました。 
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２ 監査意見 

 （１）事業報告等の監査結果 

   一 事業報告は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示しているものと認

めます。 

   二 理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重

大な事実は認められません。 

 （２）計算書類及びその付属明細書並びに財産目録の監査結果 

    計算書類及びその付属明細書並びに財産目録は、法人の財産及び損益の状況をす

べての重要な点において適正に示しているものと認めます。 

─ 13 ─


